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山内 (1939) 黒浜 諸磯ａ式 諸磯ｂ式
江坂 (1951) 黒浜 水子式 矢上式 四枚畑式
栗原 (1961) 古 新
西村 古段階 新段階
鈴木徳 (1979、1994) 黒浜 古段階 中段階 新段階 古段階 中段階 新段階
鈴木敏 (1980) ｂ 1 ｂ 2 古 ｂ 2 新 ｂ３
今村 (1982) 黒浜 諸磯ａ式 古段階 中段階 新段階 ｂ末
谷口 (1989) 黒浜 水子式 古段階 新段階 古段階 中段階 中段階 新段階
岩橋 (1992) 黒浜 １段階　　　 ２段階 ３段階 ４段階
早坂 (1993) 黒浜 古段階 中段階 新段階  
今福 (1999) 黒浜 古段階 中段階 新段階 ｂ１ ｂ２古 ｂ２中 ｂ２新 ｂ３ ｂ３新
細田 (2002) 組み合わせ鋸歯文段階 単位文段階 浮線文段階
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第９図　多摩川流域諸磯式編年表
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文類型”は諸磯ｂ式の最も古い部分よりみられるもので
あり、系統的に変遷をたどることが出来る。第２段階
に併行する浮島式はまだ鋸歯状文をもつ段階（４）ではな
い。また、浮島式、諸磯式ともに文様帯を横位に分帯す
る文様構成が基本となる（５）が、多段構成は諸磯式独自
のもので浮島式では見られない。独自に系統をたどる
ことが出来、独自の文様構成をとるため、この“鋸歯状
文類型”は諸磯式内部で独自に変遷していく“類型”であ
り、浮島式の影響を受け成立しているものではないと言
える（６）。
　「木葉文系土器」は浮線紋や平行沈線紋によって木の
葉文から系統をたどることのできる文様すなわち渦巻文
の描かれる土器群を指す。「非木の葉文系土器」はそれ
以外、すなわち鋸歯状文の描かれる土器群を指してい
る。「非木の葉文系土器」の“鋸歯状文類型”は分布の中
心を多摩丘陵に持つことが岩橋により指摘されている。
この“鋸歯状文類型”の分布は諸磯式土器分布圏の内、静
岡県東部までの太平洋沿岸地域に分布している。例え
ば、静岡県東伊豆町中峯遺跡（勝又1997）では縄文時
代前期の包含層からまとまって諸磯ｂ式が出土している
が、その大半が平行沈線によって描かれる“鋸歯状文類
型”である。他にも、山梨県東八代郡御坂町・八代町花
鳥山遺跡４号住などからも出土している。
　内陸部と沿岸部どちらでも出土する“蕨手・渦巻文類
型”は可児通宏の「広域分布型」土器群にあたるもので
ある。対して、鋸歯状文類型は一定の分布範囲を有する
ものであるが、“蕨手・渦巻文類型”と比較して分布圏は
狭いものである。しかしながら“鋸歯状文類型”は文様が
描かれ、粗製土器とすることはできず、主体を占める遺
跡もある。また、ほかに粗製土器と言われるような、櫛
歯状工具や安孫子の指摘したヘラ状工具による刺突文を
もつ土器などが存在している。この土器は“鋸歯状文類
型”とは異なり、静岡県などでは確認できていない。し
たがって、“鋸歯状文類型”は「局地分布型」と「広域分
布型」の二つの中間的様相をもつものとして捉えること
が出来る。したがって、今回検討した、多摩川流域にお
いては「広域分布型」と「局地分布型」、そして中間的
なもの（以下“中間型”と仮称する）によって土器組成が
構成されていると捉えられる。
８．“類型” 間の関係
 　“鋸歯状文類型”のなかには鋸歯状文によって生まれ
た三角形もしくは菱形の区画内に蕨手文を充填施文する
ものが見られる。このような土器は先述した三矢田遺跡
例のほか、神奈川県茅ケ崎貝塚や北川貝塚などで出土し
ている。これらの土器群は横位区画に依存した三角形も
しくは菱形の２次区画内に蕨手文を充填施文する土器群
で、文様帯は多段構成をとる。このような土器群が見ら
れるのは第５段階と第６段階である。それ以前の段階に
おいては、若干であるが、鋸歯状の２次区画と弧線の２
次区画を合わせ持つ個体が存在する。しかしながら、鋸
歯状の２次区画内に蕨手文や渦巻文が充填施文されるこ
とはない。また、第７段階においては“鋸歯状文類型”自
体が減少するため、この土器群もみられなくなる。
　この土器群の出現は「広域分布型」である“蕨手文・
渦巻文類型”の文様が“中間型”である“鋸歯状文類型“に
取り入れられるということであり、「広域分布型」と
“中間型”との間の関係性が変容したと捉えられる。
おわりに
　今回、多摩川流域とその周辺地域の前期後葉の住居址
を集成し、住居一括資料をもとに諸磯ａ式から諸磯ｂ式
までの変遷を検討し、諸磯ａ式から諸磯ｂ式を7段階に
細分した。また、諸磯ｂ式に蕨手文・渦巻文類型と鋸歯
状文類型の２つを設定した。蕨手・渦巻文“類型”は「広
域分布型」であり、鋸歯状文“類型”は「広域分布型」と
「極値分布型」との中間的な様相を示すものであった。
鋸歯状文“類型”は蕨手・渦巻文“類型”とは異なる製作シ
ステムを背景に持つものと考えられるものであり、それ
は一定地域に広がっている。しかしながら、蕨手・渦巻
文“類型”の分布域より狭い。このことは鋸歯状文“類型”
が蕨手・渦巻文“類型”によって他の地域と統合されてい
るという様相を想起させるものである。また、その“類
型”間の関係性は一定ではなく、変動していると考えら
れる。　
　他の地域の検討をしていない今、この“類型”間の関係
を明確に示すことはできないが、この三者のよって構成
される組成は土器を保有していた集団の規模や集団の移
動―すなわち生活領域、地域間の交渉により形成される
ものであると考えられる。この時、集団の地域間での交
渉は釈迦堂Z３式や北白川下層Ⅱｃ式の伴出から、型式
の分布域を超えるものであったことは明らかである。
　今後、このほかの地域においてもと「局地分布型」や
中間的なものにあたる類型を抽出していくことで、当時
の生活領域と地域間の交渉を復元していくことが出来る
と考えられる。また、鋸歯状文“類型”が分布する太平洋
沿岸地域は群馬県や埼玉県のような諸磯式と北白川下層
式との関係性とは異なる様相が予想されるものであるか
ら、今後は鋸歯状“類型”の分布する太平洋沿岸地域にお
ける地域間の交渉について検討していく。
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註
（１） ここでいう“類型”とは、一般に使われている分類
単位としての類型ではなく、鈴木徳雄による定義
（鈴木2008）に従った。“類型”とは、他の土器群
とは独立して系統的に変遷する土器のまとまりの
ことであり、系統的な変化をする土器群相互を比
較することによって認識される。
（２） “多段化”、“複合化”、“重層化”という用語について
は岩橋の定義（岩橋ほか1992）に依った。文様を
横位に区画して重ねる方向性を“多段化”、異なる文
様を重ねる方向性を“複合化”、横位区画がなされず
に文様が重ねられる方向性を“重層化”としている。
（３） 高橋清文が第29回の縄文セミナーにおいて「大膳
野南類型」を提唱した際にあげた大膳野南貝塚出
土土器もこのような土器である（高橋2016）。
高橋は「大膳野南類型」について、「大膳野南遺
跡出土例を指標とする。器形は諸磯ｂ式で、口縁
部が内湾ないしキャリパー状を呈する。文様は平
行沈線紋が主体で、地紋がないことが特徴であ
る。浮島Ⅱ式から浮島Ⅲ式期に見受けられ、浮島
Ⅲ式期になると、茶屋類型のような浮島式の文様
が採用されている。分布は東関東地方でも東京湾
側に多い。」とまとめている。この記述からわか
るように高橋はこの「大膳野南類型」を浮島式に
含まれる類型として捉えている。また、高橋はこ
の「大膳野南類型」の文様を描く東海系の土器が
岐阜県御望遺跡から出土していることを指摘し、
「大膳野南類型」についても、東海地域との型式
間交渉が存在していたとした。これに対して、松
田光太郎は南関東西部の土器群ではないかという
指摘をしている （註４）。松田のコメント部分に
ついては鈴木徳雄の論文にまとめられている（鈴
木2016）。
（４） 浮島式・興津式の細別と諸磯式土器との併行関係
に関しては松田光太郎による細別案（松田1993; 
1995）を採用した。その併行関係は
 浮島Ⅰａ式―諸磯ａ式新段階
 浮島Ⅰｂ式―諸磯ｂ式古段階～中段階
 浮島Ⅱ式―諸磯ｂ式中段階
 浮島Ⅲ式―諸磯ｂ式中段階
 興津Ⅰ式―諸磯ｂ式新段階
 とされている。
（５） 諸磯ｂ式土器と浮島式の施文構造については鈴
木敏昭によって詳細に分析されている（鈴木敏
1984）。そこでは、浮島式の施文構造は横位の分
帯が主であり、縦位の分割構造については意識さ
れていない。また、茶屋遺跡出土の諸磯ｂ式土器
についても、浮島式と同様に横位の分帯が主であ
り、縦位の分割構造は確認されなかったとしてい
る。
（６） 浮島式の影響を受けている土器群も存在する。鈴
木徳雄は、茶屋遺跡出土の諸磯ｂ式を標式資料と
し「茶屋類型」を提唱している（鈴木1996）。 
利根川流域を中心とした北東関東分布する土器群
である「茶屋類型」は、頸部にくびれを持ち、口
縁部の外反する朝顔形の器形で、口縁部から胴部
上半にかけて１帯の文様帯を持つ。文様帯は複数
条の平行沈線紋によって区画され、その区画内に
は同様の施文手法によって菱形の区画が描出され
る。この菱形の区画内には蕨手文などが充填施文
される。
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